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ニッポンの食を作る
新たな計画、ついに始動！

　　　　ご馳走、東西南北
イタリア料理シェフ・日高良実さんが訪ねる

相模湾の恵み「湘南しらす」

特 集

新連載

食料・農業・農村  これからの10年



 

木質バイオマス（※注）等の
地域エネルギーと、先端技術
を活用した「次世代施設園
芸」で栽培。生産の高度化、
コスト低減、地域雇用の創出
を実現しています。

次世代
施設園芸で栽培した

トマト

国内の休耕田で飼料用米を
生産。鶏のエサとして利用す
ることで、飼料の自給率向
上、地元の農業活性化に貢
献しています。

国産飼料を
与えて生産された

鶏卵

東日本大震災による津波で、
いちご栽培ハウスも失われま
した。国の復興交付金等を活
用して、最新のいちご団地を
建設。本格的な出荷が再開
されました。

東日本大震災
被災地で生産された

いちご

障害者・高齢者を含むさまざ
まな人が農業に従事。「医福
食農連携」により、農産物の
栽培に取り組む例が拡大し
ています。

医福食農連携で
生産された

芽ねぎ

輸入とうもろこし等に頼ら
ず、休耕田で生産された飼
料用米で豚を飼育。食料自
給率・食料自給力の維持向
上、「耕畜連携」の強化にも
つながっています。

国産飼料を
与えて生産された

豚肉

※注： 建築廃材や林地残材など、木材からなる再生可能な生物由来の有機性資源（化石燃料は除く）。

農林水産省の施策を活用して作られた
 国産農産物がいっぱい詰まっています！

文／城田晃久（フリート）　
イラスト／古藤野梓
撮影／三輪友紀

14 人組のボーカルダンスユニット「ピンク・ベイビーズ」
が、この度、農林水産省より「おいしい日本！食のジュ
ニアPR大使」に任命されました。今後、本誌でメンバー
の故郷の特産品、郷土料理を紹介するほか、食や農業
に関するさまざまな情報を発信していきます！

作曲家・音楽プロデューサー都倉俊一“Pan Pacifi c Project”第１弾で、ピンク・レ
ディーの曲を歌い踊り継ぐ少女14人のボーカルダンスユニット。国内主要都市やフラン
ス、アジアでのツアーやイベントで活躍中。
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 特集  食料・農業・農村  これからの10年
ニッポンの食を作る
新たな計画、ついに始動！

明日をつくる① 
～東日本の復旧・復興に向けて～
名物おやきに詰まっているのは、
おふくろの味と、復興へのみんなの思い

14

MAFF TOPICS
食産業のリーダーを育てる新しい取り組みがスタート！
世界の食文化がミラノに大集結！

20

あふ・ラボ
カイコが生み出すクモ糸シルク
新たな技術が未来を紡ぐ

16

トップランナー vol.1
今、この人たちが熱い　
株式会社荒川農園（香川県）

18

表紙／株式会社荒川農園
撮影／淵江亮一（フリート）

フェイスブック・ツイッターのご案内
    フェイスブック https://www.facebook.com/maff japan
    ツイッター https://twitter.com/MAFF_JAPAN

林芳正農林水産大臣から任命状を受け取る、ピンク・ベイビーズのリー
ダー、菅沼茉祐さん

読者の声23

日本人の主食である米は、食
料自給率が100％に近い数少
ない品目の一つ。需要に応じ
た生産体制の確保に、今後
一層力を入れていきます。

米

10
新連載 ご馳走、東西南北 vol.1 
イタリア料理シェフ・日高良実さんが訪ねる

相模湾の恵み「湘南しらす」

食料・農業・農村  これからの10年

新たな計画、ついに始動！
ニッポンの食を作る

「食料・農業・農村基本計画」とは、平成11年制定の「食料・農業・農村基本法」に基
づいて策定された、農政の中長期ビジョン。情勢の変化などを踏まえて、約 5 年ごとに
変更されます。今年 3月に、新たな基本計画が閣議決定されました。次ページからは、
新たに示した「食料自給力指標」を中心に、ご紹介していきます！

５年に一度見直す、農政の羅針盤！

May 2015

ピンク・ベイビーズ、
「おいしい日本！
　 のジュニアPR大使」に任命！
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 国産熱量の実績値
（食料自給率の分子
：供給ベース）

（RJHS/人・日）
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B 1,8551,802

A 1,4951,441

2,7542,653D

再生利用可能な荒廃農地
においても作付けする場合

　

私
た
ち
の
食
卓
に
並
ぶ
食
料
の

う
ち
、
国
内
生
産
で
ど
れ
だ
け
を

賄
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
―
―
。

こ
れ
こ
そ
が
〝
食
料
を
産
み
出
す

チ
カ
ラ
〞
で
す
。
そ
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
皆

さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
「
食
料
自
給
率
」。
残
念
な
が

ら
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
減
少
傾
向
で
、
先
進
国
の

中
で
も
最
低
水
準
に
あ
り
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

見
る
と
、
平
成
９
年
以
降
は
40
％
前
後
で
推
移
し
て
お

り
、
品
目
別
で
は
大
豆
が
現
在
７
％
、
小
麦
が
12
％
と
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
食
に
恵
ま
れ
た
日
本
に
い
る
と
、
食
料
の
供

給
状
況
を
意
識
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
実
際
の
数
字
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

不
安
を
覚
え
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
食
料
自
給
率
に
は
潜
在

的
な
生
産
能
力
が
反
映
さ
れ
な
い

と
い
う
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
の
基
本
計
画
で
は
、
新

た
に
「
食
料
自
給
力
指
標
」
と
い
う
も
の
を
設
け
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
花
き
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
地
な
ど
、

潜
在
的
な
生
産
能
力
を
評
価
す
る
指
標
で
、
図
１
の

通
り
、
Ⓐ
〜
Ⓓ
の
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
試
算
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
持
つ
生
産
能
力
を
フ
ル
活
用
し
て
食
料
の
み

を
最
大
限
生
産
す
れ
ば
、
今
以
上
の
食
料
供
給
が
可
能

で
す
。
食
料
の
安
定
供
給
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

日
本
の
農
林
水
産
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
、
正
し
く
評

価
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

食
料
自
給
力
指
標
を
導
入
す
る

い
ち
ば
ん
の
目
的
は
、
日
本
の
潜

在
的
な
生
産
能
力
を
正
し
く
評
価

し
た
上
で
、
食
料
安
全
保
障
に
関

す
る
国
民
的
な
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
上
で
、
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
は
国
産
農
林
水

産
物
の
積
極
的
な
消
費
拡
大
を
、
生
産
者
の
皆
さ
ま

に
は
農
地
や
農
業
技
術
の
フ
ル
活
用
な
ど
を
、
国
か

ら
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
の
農
林
水
産

業
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

食
料
自
給
率
・
食
料
自
給
力
の
維
持
向
上
と
、
食
料

の
安
定
供
給
の
確
保
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
試
算
で
は
、
Ⓒ

Ⓓ
の
「
い
も
類
を
中
心
に
熱
量
効

率
を
最
大
化
し
て
作
付
け
す
る
場

合
」
で
、
国
民
全
体
が
そ
の
時
の

体
重
を
保
つ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
の
食
生
活
に
近
い
Ⓐ
Ⓑ

の
「
米
・
小
麦
・
大
豆
を
中
心
に
熱
量
効
率
を
最
大
化

し
て
作
付
け
す
る
場
合
」
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要

量
を
下
回
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農

地
面
積
の
減
少
や
単
収
の
伸
び
の
鈍
化
な
ど
に
よ
り
、

食
料
自
給
力
は
近
年
低
下
し
て
い
る
の
で
す
（
図
２
）。

食料・農業・農村基本
計画に係る業務を担当

大臣官房政策課 
計画グループ
塩田知恵子（左）
那須祐子（右）

〝
食
料
を
産
み
出
す
チ
カ
ラ
〞っ
て

ど
う
や
っ
て
分
か
る
の
？

ど
の
よ
う
に

見
れ
ば
い
い
の
？ 

1

3

食
料
自
給〝
力
〞っ
て

ど
う
い
う
も
の
？

2

新
し
い
指
標
が

目
指
す
も
の
は
？

4

ま
ず
は
、
新
し
い
基
本
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
食
料
自
給
率
」
と
「
食
料
自
給
力
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

農
水
ガ
ー
ル
ズ
の
２
人
が
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

ニッポンの食を作る
新たな計画、ついに始動！

図1

図2

食料自給率は17年間横ばいで推移

3,000

（年度）

（kcal/人・日）

259

41%

49%

2,754

1,855

1,495

2,462

カロリーベース総合食料自給率

再生利用可能な荒廃農地
においても作付けする場合

2,000

2,108

1,942

39%

2,839

3,047

2,653

2,361

1,802

1,441

食料自給力は低下

パターン D

パターン C

パターン B

パターン A

食料自給率は17年間横ばいで推移

平成元
1,000

食料自給力指標の姿

食料自給力指標の推移

皆さん
はじめまして。
私たちは

と申します。

農水ガールズ

米・小麦・大豆中心A 栄養バランス考慮

米・小麦・大豆中心B

いも類中心C 栄養バランス考慮

いも類中心D

資料：農林水産省作成

（平成25年度）

現実の食生活とは大きく異なるいも類中心型では推
定エネルギー必要量等に達するものの、より現実に近
い米・小麦・大豆中心型ではこれらを大幅に下回る結
果となっています。

食料自給率が平成9年度以降17年間40%前後（横ば
い）で推移している中、食料自給力（我が国の食料の
潜在生産能力）は近年低下傾向にあり、将来の食料
供給能力の低下が危惧される状況にあります。

1人・1日当たり
推定エネルギー必要量
2,147kcal
（摂取ベース）

1人・1日当たり
供給熱量（実験値）
2,424kcal
（供給ベース）
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お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で

あ
れ
ば
、「
食
品
の
安
全
」
に
対
す
る

心
配
の
種
は
尽
き
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

食
品
の
安
全
管
理
は
、
実
際
に
何

か
問
題
が
起
こ
っ
て
か
ら
対
応
す
る

の
で
は
手
遅
れ
で
、
未
然
の
対
策
が

と
て
も
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
科
学
的
な
根
拠
に
基

づ
い
て
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
ま

で
の
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
食
品
の

安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
皆
さ
ん

が
日
常
口
に
す
る
食
品
の
中
に
、
有

害
化
学
物
質
が
ど
れ
く
ら
い
入
っ
て

い
る
か
を
調
べ
、
必
要
が
あ
れ
ば
そ

れ
ら
を
低
減
す
る
た
め
の
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
日
本
型
食
生
活
の
大

切
さ
を
伝
え
た
り
、
農
林
漁
業
体
験

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
「
食

育
」
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

私たちから
の

お答え

ニッポンの“食料を産み出すチカラ”を正しくとらえ、
着実に対策を実行していきます！

Q & A

（妻）子どもたちには安全な食材を使った
　  ごはんを食べさせてあげたいわ。
（夫）どうしたら子どもたちの好き嫌いが
　  なくなるのかな？

生産から消費まで、
安全な食品づくりを徹底します。
また、食の大切さを子どもからお年寄り
まで幅広く伝える活動を推進します。

さまざまな施策を通して、消費者の皆さまへ安定的に食料をお届けし、
農林水産業や関連産業に従事する方たちには、より豊かで
やりがいのある仕事をしていただけるよう、全力でサポートしていきます。

輸出に関する問題解決や相談の窓口を設け、
海外におけるインフラ整備も含めた
輸出拡大の取り組みをサポートしていきます。

食
品
の
安
全
性
を
高
め
、

農
林
水
産
業
を
身
近
に
感
じ
る

環
境
づ
く
り

　

産
地
や
都
道
府
県
ご
と
で
は
な
く
、

農
林
水
産
省
が
旗
振
り
役
と
な
っ
て

〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞
の
輸
出
体
制

を
整
備
。
ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振

興
機
構
）
に
よ
る
輸
出
に
関
す
る
積

極
的
な
情
報
発
信
、
相
談
窓
口
機
能

の
強
化
、
国
際
的
な
規
格
へ
の
対
応

を
行
う
な
ど
、
輸
出
拡
大
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
の
食
品
を
海
外
に
広
く

展
開
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
途
上

国
等
で
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

（
※
注
）の
構
築
を
推
進
。
例
え
ば
、
冷

凍
・
冷
蔵
食
品
等
の
輸
出
に
必
要
な

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
（
低
温
の
ま
ま

流
通
さ
せ
る
体
系
）
づ
く
り
を
進
め

る
な
ど
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
海
外
に
お
け
る
日
本
産

の
農
作
物
・
食
品
の
模
造
に
対
す
る

監
視
を
強
め
て
、
日
本
の
知
的
財
産

を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

輸
出
拡
大
の
取
り
組
み
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

サ
ポ
ー
ト

私た
ちがお答えします!

私たちから
の

お答え

子育て中の育田さんご夫妻Q

ウチの主力商品である冷凍食品は、流通コストも
かかるし、海外にどんなニーズがあるのか分からない…。

食品製造業を営む出野さんQ

私たちはこう答えます！！
皆さんの思いに

　

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
担

い
手
の
高
齢
化
と
労
働
力
不
足
。
私

た
ち
は
、
農
林
水
産
業
に
就
き
た
い

方
が
希
望
ど
お
り
に
働
け
る
よ
う
、

教
育
機
関
等
と
連
携
し
て
就
農
情
報

の
提
供
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
農
希
望
者
を
支
援
す
る
た

め
の
給
付
金
も
用
意
。
さ
ら
に
、
次

世
代
に
農
地
等
の
資
源
を
着
実
に
経

営
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
や
、
リ

ー
ス
方
式
に
よ
る
企
業
の
農
業
参
入

を
進
め
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
幅

広
い
年
齢
層
や
他
業
種
か
ら
の
人
材

活
用
を
進
め
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る

担
い
手
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
業
の
新
た
な
魅

力
を
つ
く
り
出
し
、
新
し
い
カ
タ
チ

の
仕
事
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

ま
す
。
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
呼
ば

れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
農
業
や
、
大
規
模
経

営
に
適
し
た
品
種
の
開
発
・
導
入
の

促
進
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
が
そ
の
一
例
で
す
。

就
農
支
援
の
強
化
と

農
林
水
産
業
の

新
た
な
魅
力
の
創
出

（若井さん）農林水産業に興味はあるけれど、何だか難しそう…。
（先崎さん）農業をやるなら最先端の技術を取り入れたいな。

就職活動中の若井さん、先崎さんQ

私たちから
の

お答え

就農しやすい環境づくりや
新しいカタチの農林水産業への支援を通じ、
農業をより魅力的に生まれ変わらせます。

※
注
：
農
林
水
産
物
の
生
産
か
ら
消
費
ま
で
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
食
を
基
軸
と
し
た
付
加
価
値

の
連
鎖
を
つ
く
る
こ
と
。

ニッポンの食を作る
新たな計画、ついに始動！
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ど
れ
も
大
事
な
策
な
の
で
す
！

ニ
ッ
ポ
ン
の
食
料
・
農
業
・
農
村
の

未
来
の
た
め
に
！

他にもこんなことが始まっています!！

農業と農村の所得を増やし、雇用を創出する
ためには、農産物の生産だけでなく、生産者
が自ら加工や販売にも乗り出すことで農産物
の付加価値を高める「６次産業化」の推進が
重要です。私たちは、必要な経営ノウハウや
事業資金を提供することにより、意欲ある農
業者の方々をサポートしていきます。

農山漁村には、豊かな自然と美しい風景があ
る一方、従事者の高齢化が深刻化しています。
農村の振興は、農林水産業の発展のために欠
かせません。私たちは、観光、教育、福祉な
ど多様な分野と連携しながら、都市と農村の
つながりを強化し、農林水産業への関心を高
めるための事業を推進していきます。

「和食」のユネスコ無形文化遺産登録や、
2020 年オリンピック・パラリンピックの東京
開催決定を受けて、注目度が高まっている日
本。これを機に日本食や日本の食文化の魅力
を世界に発信し、日本を訪れる外国人旅行者
等にも広く伝えて、国産農林水産物・食品の
消費拡大につなげていきます。

農林水産業の発展を考える上で、その担い手
の確保は大きな課題です。そのために、女性
がやりがいを感じ、女性ならではの知恵や感
性を生かして十分に能力を発揮できる環境を
つくることは、とても重要な意味を持ちます。
私たちは、女性の農業経営への参画をサポー
トしていきます。

６次産業化を支援

農村振興＆魅力のアピール

日本食・食文化の魅力を発信

女性が主役の農林水産業

※
注
１
：
農
業
者
が
作
成
し
た
「
農
業
経
営
改

善
計
画
」
を
市
町
村
が
認
定
す
る
制
度
。
交
付

金
、
融
資
が
受
け
ら
れ
る
。

※
注
２
：
新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
を
支
援
す

る
制
度
。「
就
農
計
画
」
が
市
町
村
に
認
定
さ

れ
る
と
、
給
付
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
。

※
注
３
：
集
落
単
位
で
農
業
生
産
に
取
り
組
む

営
農
の
形
態
。

　

農
地
の
有
効
活
用
に
向
け
た
施
策

の
一
つ
が
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と

呼
ば
れ
る
組
織
で
す
。
こ
の
組
織
が

地
域
内
に
分
散
し
た
農
地
を
借
り
受

け
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
担
い
手
に
貸

し
付
け
る
こ
と
で
、
大
規
模
な
農
業

経
営
が
実
現
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
ご
と
の
話
し
合

い
で
農
地
利
用
の
方
向
性
な
ど
を
決

め
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
あ
り

ま
す
。
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る

担
い
手
を
見
つ
け
出
し
、
地
域
農
業

を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

さ
ら
に
、
認
定
農
業
者
制
度
（
※
注

１
）、
認
定
新
規
就
農
者
制
度
（
※
注
２
）、

集
落
営
農
（
※
注
３
）
な
ど
、
意
欲
と

能
力
の
あ
る
担
い
手
に
対
す
る
重
点

的
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
集
積
・
集
約
化
し
て

有
効
活
用
す
る

小さな田んぼをたくさん借りているので管理が大変！
もっと効率的な農業経営ができないかな。

稲作農家の米田さんQ

私たちから
の

お答え

中山間地域での営農の継続に対する支援と、
集落機能の維持に向けた取り組みを進め活
力ある農山漁村をつくっていきます。

　

中
山
間
地
域
等
と
平
地
と
の
生
産

コ
ス
ト
の
差
を
交
付
金
で
補
う
ほ
か
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
農
地
、

農
業
用
水
、
農
道
等
の
資
源
の
保
全

活
動
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
化
等
に
伴
う
集
落
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
に
対
し
て
は
、

生
活
サ
ー
ビ
ス
等
の
機
能
を
基
幹
集

落
に
集
約
し
、
周
辺
地
域
と
の
間
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
整
備
な
ど

で
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
を
主
体
と
し

た
話
し
合
い
や
、
生
産
物
の
庭
先
集

荷
、
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
、
集
落

営
農
組
織
等
に
よ
る
広
域
的
な
取
り

組
み
を
推
し
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
農
山

漁
村
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

農
山
漁
村
が
持
つ
多
面
的
機
能
（
※
注
）

の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

農
地
等
の
維
持
と

住
み
や
す
い
環
境
を
実
現

傾斜地が多く、作業効率が悪いのが悩み。
高齢化で集落から人がいなくなり、将来が不安だな…。

中山間地域で農業を営む山川さんQ

　

値
段
が
高
く
な
っ
た
輸
入
の
と
う

も
ろ
こ
し
や
乾
草
か
ら
、
国
産
飼
料

に
切
り
替
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
牧
草
の
生
産
性
向
上
、

飼
料
用
米
の
生
産
・
利
用
拡
大
、
放

牧
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
高
品
質
で

低
コ
ス
ト
な
国
産
飼
料
で
牛
を
育
て

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
の
仕
事
は
、
搾
乳
や

給
餌
な
ど
、
一
年
中
朝
か
ら
晩
ま
で

の
重
い
労
働
負
担
に
よ
り
、
後
継
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
や
、
関

係
者
と
の
分
業
化
に
よ
り
、
労
働
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
個
々
の

農
家
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

酪
農
家
の
皆
さ
ん
と
地
域
の
関
係
者

が
協
力
し
合
っ
て
課
題
に
取
り
組
む

「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
飼
料
の
経
費
負
担
や
重
労

働
の
負
担
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
」
に
よ
る

収
益
性
の
向
上
で

酪
農
生
産
の
基
盤
を
強
化

輸入飼料が高くてやりくりにひと苦労…。
朝から晩までの仕事もつらく、今後が心配です。

酪農家の牛山さんQ

私たちから
の

お答え

各都道府県の農地中間管理機構が
農地を借り受け、まとめて担い手に貸し付ける
取り組みが始まっています。

私たちから
の

お答え

地域全体で協力し合って、飼料の経費負担や
重労働の負担の軽減等を目指す取り組みを
応援します。

※
注
：
国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
、
食
料

供
給
以
外
の
機
能
。
都
市
住
民
を
含
め
た
国
民

全
体
に
多
様
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
。

ニッポンの食を作る
新たな計画、ついに始動！
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平塚漁港

茅ヶ崎漁港

片瀬漁港

腰越漁港
小坪漁港

秋谷漁港

長井漁港

相模湾

神奈川県

佐島漁港

相模湾の湘南しらすが
水揚げされる主な漁港

大磯港

相模湾と湘南しらす

三崎漁港

た
。
そ
れ
を
口
に
し
た
日
高
さ
ん
は
大
き
く
う

な
ず
き
ま
す
。

「
身
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
加
熱
し
て
も
う

ま
み
が
に
げ
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
う
ま
み
が
身

に
の
っ
て
い
る
の
で
、
サ
ラ
ダ
で
も
い
い
し
、
す

ご
く
上
質
な
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
か
け
る
だ
け
で

も
素
晴
ら
し
い
料
理
に
な
り
ま
す
ね
」。

「
春
の
し
ら
す
は
色
が
黒
い
け
ど
う
ま
い
で
し

ょ
。
そ
れ
は
海
が
豊
か
で
、
し
ら
す
が
エ
サ
を

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
る
証
拠
な
ん
で
す
よ
」
と

岩
崎
さ
ん
は
に
こ
に
こ
と
説
明
し
ま
す
。

湘
南
し
ら
す
の
漁
は
、
す
べ
て
一
隻
の

船
が
曳
く
一
艘
曳
き
と
呼
ば
れ
る
も

の
。
長
時
間
網
を
曳
く
二
艘
曳
と
比
べ
、
一
艘

曳
は
網
を
曳
く
時
間
が
15
分
程
度
と
短
時
間
で

す
。
し
ら
す
が
傷
つ
く
こ
と
な
く
、
生
き
た
ま

ま
水
揚
げ
さ
れ
る
か
ら
質
と
鮮
度
が
抜
群
で
す
。

「
で
も
昔
は
相
模
湾
の
し
ら
す
は
色
が
黒
い
と

い
わ
れ
て
ね
、
仲
買
人
が
嫌
う
か
ら
安
く
し
か

売
れ
ず
、
も
う
か
ら
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」
と
岩

崎
さ
ん
は
昔
を
語
り
ま
す
。

実
は
こ
の
〝
黒
い
色
〞
こ
そ
、
湘
南
し
ら
す

誕
生
の
き
っ
か
け
。
味
が
劣
る
わ
け
で
は
な
い

の
に
、
し
ら
す
を
獲
っ
て
も
お
金
に
な
ら
な
い
。

こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
す
る
た
め
、
神
奈
川
の

し
ら
す
漁
師
た
ち
が
団
結
し
、
平
成
2
年
、
神

奈
川
県
し
ら
す
船
曳
網
漁
業
連
絡
協
議
会
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
漁
師
同
士
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
漁
業
技

術
の
研
究
も
す
す
み
、
さ
ら
に
湘
南
し
ら
す
の

小
雨
混
じ
り
の
神
奈
川
県
・
佐
島
漁
港
は
、

し
ら
す
漁
ま
っ
さ
か
り
。
日
高
さ
ん
は
、

こ
の
道
50
年
に
な
る
、
山
茂
丸
水
産
４
代
目
・
岩

崎
晃
次
さ
ん
の
船
の
帰
り
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
食
材
で
イ
タ
リ
ア
料
理
を
表
現
し
て
き

た
日
高
さ
ん
は
、日
本
独
特
の
、の
り
や
柚
子
を

駆
使
し
た
り
、
乾
物
に
新
し
い
命
を
吹
き
込
む

よ
う
な
食
べ
方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。「
湘
南
し

ら
す
」
と
の
出
会
い
は
、
平
成
19
年
に
開
店
し

た
横
須
賀
美
術
館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ク
ア

マ
ー
レ
」。
地
元
出
身
の
初
代
シ
ェ
フ
が
探
し
当

て
た
の
が
、岩
崎
さ
ん
の
し
ら
す
で
し
た
。味
わ

っ
て
み
て
、
そ
の
お
い
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
日

高
さ
ん
は
、す
ぐ
に
O
K
を
出
し
た
と
い
い
ま
す
。

「
相
模
湾
は
栄
養
の
豊
富
な
海
で
す
か
ら
、
魚

が
う
ま
い
で
す
ね
。
店
で
も
タ
コ
や
穴
子
な
ど
、

相
模
湾
で
な
け
れ
ば
と
い
う
も
の
を
使
っ
て
い

ま
す
。
湘
南
し
ら
す
は
う
ま
み
が
濃
く
、
都
心

か
ら
近
い
か
ら
鮮
度
が
い
い
状
態
で
手
に
入
る

の
が
最
大
の
魅
力
で
す
」
と
日
高
さ
ん
。

朝
10
時
。
船
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。「
今
日
は

あ
ん
ま
り
い
な
か
っ
た
よ
」。
く
し
ゃ
っ
と
し
た

笑
顔
が
印
象
的
な
岩
崎
さ
ん
が
大
き
な
声
で
叫

び
ま
す
。
例
年
な
ら
こ
の
時
期
は
大
漁
の
は
ず

な
の
に
、
黒
潮
が
遅
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
。
そ

れ
で
も
、
獲
れ
た
ば
か
り
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
し

ら
す
を
手
で
す
く
っ
て
差
し
出
し
て
く
れ
ま
し

イタリア料理シェフ・日高良実さんが訪ねる

 相模湾の恵み

「湘南しらす」
愛
さ
れ
る
﹁
湘
南
し
ら
す
﹂

そ
の
魅
力
を
知
り
た
い

春を迎え、神奈川県ではしらす漁が解禁されました。最近ますます注目を集める
「湘南しらす」を訪ね、長年にわたって日本の食材を活用してきた
料理人・日高良実さんがその魅力に迫ります。

東 京・ 広 尾 の「ACQUA
PAZZA（アクアパッツァ）」
オーナーシェフ。イタリア修業
時代に関心を深めた郷土料理
をベースに、洗練されたスタ
イルの料理を手がける。日本
伝 統 食 材にも造 詣 が 深く、
様々な 料理 法を提 案 する。

料理人 日高 良実 さん

今回の訪ね人

文／岡本ジュン（フリート）　撮影／伊原正浩　写真提供／アクアパッツァ、山茂丸水産
取材協力／杉山武（神奈川県しらす船曳網漁業連絡協議会会長）

vol.1

新連載

　相模湾は太平洋に広く開いた湾で、1000m以上の深
さを持つ日本三大深湾の一つです。表層を流れる黒潮
には魚のエサとなるコペポーダというプランクトンが豊
富なため、1000種を超える多様な魚が集まります。ま
た、豊かな森から流れ込む数多くの河川水も湾に栄
養をもたらしています。
  そうした海産生物の宝庫である相模湾は、年間水揚げ
量約500 t程度と小規模ながら、しらすの産地として有名で
す。古くは室町時代に、しらす漁のもととなる地曳網漁が
紀伊半島から伝わりました。江戸時代になると、こませ網
漁が、明治20年頃からは本格的なしらす漁が始まります。

大正時代には三浦から小田原にかけてしらす専用の地曳
網が操業し、やがてそれは手漕ぎの船に代わります。昭和
38年に魚群探知機、昭和40年代には揚網機を導入して漁
の効率化が図られました。こうして相模湾のしらす漁は漁
師の方々の努力により、着実に進歩してきました。
  そうして獲れた相模湾のしらすは過去には「色が黒い」
と仲買人に避けられた時期もありました。そこで、しらす漁
師達は団結し、加工技術の共有化や品質の良さの広報に
努め、評価を高める活動を行ってきました。今では湘南し
らすは「かながわの名産100選」や「かながわブランド」に
も選ばれ、食材として高い評価を得ています。

1.山茂丸で大量に水揚げされる湘南しらす　2.プリッとした張りのある食感とうまみが濃い湘南しらすの
釜あげ。水揚げしてすぐに茹でて、急速に冷ますので味がいい　3.しらすの加工品は4種類。奥から時計回り
に、釜あげしらす（540円）、ちりめん佃煮（430円）、ちりめんじゃこ（540円）、天日干ししらす（540円）が直
売所で売られている
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認
知
度
向
上
の
た
め
に
、
ブ
ロ
グ
に
よ
る
直
売

所
情
報
や
活
動
の
紹
介
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

を
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
た
の
で
す
。

し
ら
す
の
加
工
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
う

の
で
漁
港
近
く
の
作
業
場
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
し
ら
す
は
真
水
で
汚
れ
を
落
と
し
た

後
、
生
食
用
は
塩
加
減
１
・
８
％
の
氷
水
を
使

っ
て
し
め
ま
す
。

「
し
ら
す
は
細
か
い
か
ら
ね
、
氷
水
じ
ゃ
な
い
と

一
匹
一
匹
が
完
全
に
冷
え
な
い
。
も
ち
が
悪
く
な

る
ん
だ
よ
」。
釜
あ
げ
用
は
２
・
６
〜
２
・
７
％

の
塩
水
を
し
ら
す
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
使
い
分
け

て
い
ま
す
。

「
塩
分
は
こ
れ
以
上
で
も
こ
れ
以
下
で
も
品
質

が
落
ち
る
。
だ
か
ら
機
械
で
正
確
に
測
っ
て
い

る
ん
だ
。
塩
は
天
日
塩
。
こ
う
し
た
知
識
は
協

議
会
の
漁
師
全
員
で
共
有
し
て
ブ
ラ
ン
ド
を
守

っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
」
と
岩
崎
さ
ん
。

「
塩
分
濃
度
が
こ
れ
ほ
ど
重
要
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
」。
氷
水
で
し
め
た
生
し
ら
す
を
味
見

し
た
日
高
さ
ん
、「
さ
っ
き
よ
り
ず
っ
と
お
い
し

い
」
と
、
予
想
を
超
え
た
変
化
に
驚
き
ま
す
。

「
す
ご
く
し
っ
か
り
洗
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

あ
く
や
雑
味
が
き
ち
ん
と
取
れ
て
い
る
か
ら
、

水
揚
げ
直
後
と
比
べ
て
、
ト
ロ
ッ
と
し
た
生
し

ら
す
の
甘
み
が
強
調
さ
れ
ま
す
ね
。
お
い
し
い

こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
に

こ
こ
ま
で
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
、
今
日

初
め
て
知
り
ま
し
た
」。

「
し
ら
す
は
ね
〝
海
の
米
〞
な
ん
だ
よ
。

い
ろ
い
ろ
な
魚
の
稚
魚
が
し
ら
す
を

食
べ
て
育
ち
、
い
わ
し
に
な
っ
て
も
大
き
な
魚

の
エ
サ
に
な
る
か
ら
ね
」。
だ
か
ら
こ
そ
相
模
湾

に
は
多
く
の
魚
が
い
て
、
海
が
豊
か
に
な
る
の

だ
と
、
岩
崎
さ
ん
は
胸
を
張
り
ま
す
。

「
い
い
食
材
は
郷
土
愛
が
な
い
と
生
ま
れ
な
い
も

の
で
す
が
、
湘
南
し
ら
す
も
同
じ
で
す
ね
」。
こ

こ
数
年
、
日
高
さ
ん
が
注
目
し
て
い
る
日
本
の
乾

物
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
今
は
ね
、
お
い
し
い
し
ら
す
を
求
め
て
、
遠

1.生しらすを氷水で何度も洗う。氷水の塩分濃度をしっかりと調節することで、ちょうど良い、湘
南しらすならではの味となる　2.「海で食べたものよりおいしくなっていますね」。氷水でしめた
洗いたてのしらすの味わいの変化に驚く日高さん　3.釜あげしたしらすは、急速に冷やして乾燥
させるほどおいしい。そのためのシステムを岩崎さんが説明してくれた　4.しらすを洗ったり、茹
でたりする時に使うのも、精製塩ではなく、天日塩にこだわっている

く
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
あ
り
が
た
い
ね
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
岩

崎
さ
ん
。「
直
売
は
一
番
い
い
状
態
で
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
作
り
手
冥
利
に
つ
き
ま

す
ね
」と
日
高
さ
ん
も
う
れ
し
そ
う
に
応
え
ま
す
。

湘
南
し
ら
す
を
食
べ
に
行
く
な
ら
、
と
岩

崎
さ
ん
が
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
「
子

安
の
里　

ま
り
ん
」。
自
慢
の
し
ら
す
は
、
そ
の

品
質
を
理
解
し
て
く
れ
る
地
元
の
店
に
卸
し
て
い

ま
す
。
さ
っ
そ
く
し
ら
す
丼
を
注
文
。
他
に
も
し

ら
す
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

「
釜
あ
げ
し
ら
す
は
ご
飯
と
合
わ
せ
た
時
の
塩

加
減
が
絶
妙
で
す
ね
。
今
の
時
代
は
塩
が
立
ち

す
ぎ
て
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
保
存
が
き

く
ぎ
り
ぎ
り
の
塩
分
濃
度
で
し
ょ
う
ね
」。
余

計
な
味
付
け
が
必
要
な
い
か
ら
、
し
ら
す
本
来

の
味
が
よ
く
分
か
る
と
い
う
日
高
さ
ん
。
改
め

て
、
岩
崎
さ
ん
の
し
ら
す
へ
の
深
い
思
い
を
知

り
、
な
ぜ
湘
南
し
ら
す
が
お
い
し
い
の
か
が
理

解
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

「
食
材
は
自
然
の
恵
み
を
い
た
だ
く
わ
け
で
す

が
、
そ
の
間
に
入
る
〝
人
〞
が
い
か
に
重
要
か
。

今
回
は
強
く
感
じ
ま
し
た
。
関
わ
る
人
々
の
技

や
深
い
思
い
が
あ
る
か
ら
、
し
ら
す
が
一
番
い

い
状
態
で
提
供
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
発

見
で
し
た
」

味
と
鮮
度
を
損
な
わ
な
い

加
工
の
決
め
手
は
塩
分
濃
度

5

1

3

2

4

1
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子安の里　まりん
神奈川県横須賀市秋谷 3621-2
☎ 046-857-6545　営業時間／平日11：30 ～17：00 （L.O.16：30）、
4～9月の土日 11：00～ 20：00 （L.O. 19：30） 、10～3月の土日 11：00～17：00 （L.O. 16：30）、
祝日 11：00 ～17：00 （L.O. 16：30）　不定休

山茂丸水産本店
神奈川県横須賀市佐島1-25-15
☎046-857-6700　営業時間／10：00 ～16：00　不定休

1.子安の里　まりんの「しらす丼」1350円。ご飯と相性がいいのは生しらすではなく、
釜あげしらすだ。のりの香りとしらすがよく合い、青じそやねぎの爽やかな風味がしら
すの磯の香りを引き立てる　2.イタリアンとの融合！ しらすのピザも大人気

こ
だ
わ
る
人
の
深
い
思
い
が

お
い
し
い
し
ら
す
を
作
り
あ
げ
る

今回訪ねたところ
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1

し
た
。
が
れ
き
が
散
乱
し
、
ほ
場
が
破
壊
さ
れ
、

皆
が
不
安
を
抱
く
中
、
震
災
直
後
の
３
月
末
に

岩
手
県
大
船
渡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
と
大
船
渡

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
被
災
水
田
で
の

試
験
栽
培
の
申
し
出
が
あ
り
、
組
合
と
し
て
復

興
を
決
断
。
比
較
的
被
害
の
少
な
か
っ
た
岩
倉

地
区
で
１
ha
の
水
田
の
除
塩
等
を
行
い
、
い
ち

早
く
作
付
け
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
立
農
業
大
学
校
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

主
食
米
を
試
験
栽
培
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本

大
震
災
農
業
生
産
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
本

格
的
な
作
付
け
再
開
に
向
け
て
田
植
機
や
コ
ン

バ
イ
ン
等
の
農
業
機
械
を
導
入
。
24
年
度
に
は
、

こ
れ
ら
の
機
械
の
活
用
や
農
業
大
学
校
の
学
生

に
よ
る
作
業
研
修
を
兼
ね
た
支
援
に
よ
り
、
前

年
度
を
大
き
く
上
回
る
主
食
用
米
（
ひ
と
め
ぼ

れ
）
２
・
８
ha
、
飼
料
用
米
（
ど
ん
ぴ
し
ゃ

り
）
４
・
５
ha
の
作
付
け
に
成
功
し
ま
し
た
。

「
ま
だ
残
り
10 

ha
分

が
手
付
か
ず
の
状
況

な
の
で
、
こ
こ
を
28

年
度
ま
で
に
復
旧
さ

せ
る
の
が
当
面
の
目

標
で
す
。
堤
防
や
道

路
か
ら
整
備
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
が
、
業
者
が
な

か
な
か
決
ま
ら
な
い
な
ど
、
思
う
よ
う
に
進
め

ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ
り
ま
す
」
と
語
る

組
合
長
の
臼
井
剛
さ
ん
。
復
旧
と
同
時
に
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
や
６
次
産
業
化
を
進
め
、
よ
り

地
域
に
根
ざ
し
た
生
産
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
24
年
６
月
３
日
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
の

復
興
へ
の
強
い
思
い
か
ら
工
房
「
め
ぐ
海
」
が

再
度
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
震
災
前
は
「
海

鮮
焼
き
」
と
称
し
て
い
た
お
や
き
は
、
復
活

へ
向
け
た
み
ん
な
の
思

い
を
込
め
て
「
め
ぐ
海

焼
き
」
と
改
称
し
、
工

房
の
目
玉
商
品
と
し
て

売
り
出
す
こ
と
を
決
定
。

か
ぼ
ち
ゃ
や
り
ん
ご
な

ど
季
節
の
食
材
を
使
っ

た
お
や
き
や
、
郷
土
の
お
や
つ
「
が
ん
づ
き
」

や
「
米
粉
ま
ん
じ
ゅ
う
」
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も

加
わ
り
、
〝
広
田
の
お
ふ
く
ろ
の
味
〞
が
ま
す

ま
す
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
手
作
り
の

お
い
し
さ
が
評
判
を
呼
び
、
現
在
は
通
信
販
売

で
全
国
か
ら
の
注
文
も
増
加
中
。

「
新
し
い
商
品
と
し
て
、
陸
前
高
田
市
が
売
り

出
し
て
い
る『
北
限
の
ゆ
ず
』を
使
っ
た
あ
ん
に
、

地
元
で
試
験
栽
培
し
て
い
る
古
代
米
の
ア
サ
ム

ラ
サ
キ
の
皮
で
包
ん
だ
ミ
ニ
大
福
を
開
発
し
ま

し
た
。
地
元
産
の
素
材
を
も
っ
と
全
国
の
皆
さ

ん
に
お
届
け
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

津
波
に
よ
っ
て
経
営
面
積
の
３
分
の
２
が
浸

水
し
た
ほ
か
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
な
ど
の

農
業
機
械
も
流
失
し
た
広
田
町
。
広
田
半
島
営

農
組
合
の
組
合
員
数
は
97
名
。
と
は
い
え
、
高

齢
化
も
あ
り
、
存
続
に
赤
信
号
が
と
も
り
ま

　

岩
手
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
陸
前
高
田
市
。

震
災
当
日
、
広
田
湾
と
太
平
洋
の
両
側
か
ら
押

し
寄
せ
た
津
波
に
襲
わ
れ
た
広
田
半
島
は
、
一

時
、
本
島
と
分
断
さ
れ
て
「
支
援
物
資
が
届
か

な
い
」
「
情
報
が
滞
る
」
な
ど
、
行
政
の
手
が

届
き
に
く
い
〝
孤
立
状
態
〞
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
田
半
島
営
農
組
合
の
手
作
り
工
房「
め
ぐ

海み

」は
、開
業
か
ら
わ
ず
か
４
カ
月
で
震
災
に
見

舞
わ
れ
、す
べ
て
を
津
波
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

広
田
半
島
営
農
組
合
は
、
農
作
業
の
共
同
化

を
通
じ
た
効
率
的
な
農
業
経
営
の
実
現
、
農
用

地
の
利
用
集
積
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
水
田
基
盤
整
備
を
機
に
平
成
21
年
に
設
立
。

地
元
産
食
材
を
使
っ
た
工
房
「
め
ぐ
海
」
は

組
合
の
女
性
部
（
会
員
11
名
）
に
よ
り
、
22
年

11
月
に
開
業
し
ま
し
た
。
看
板
商
品
の
お
や
き

は
、
甘
辛
く
煮
つ
け
た
地
元
産
の
ワ
カ
メ
や
イ

サ
ダ
、
ホ
タ
テ
が
入
り
、
米
粉
を
練
っ
た
も
ち

も
ち
の
皮
と
の
相
性
が
抜
群
。
工
房
で
の
販
売

に
加
え
て
、
黒
崎
仙
峡
温
泉
や
地
元
商
店
か
ら

注
文
が
入
る
な
ど
、
上
々
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
矢
先
で
し
た
。

「
工
房
が
津
波
で
流
さ
れ
、
私
自
身
も
体
調
を

崩
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
う
二
度
と
立
ち
上

げ
る
の
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
代

表
の
村
上
豊
子
さ
ん
。

「
家
を
流
さ
れ
て
日
々
の
生
活
も
ま
ま
な
ら
な

い
メ
ン
バ
ー
も
い
る
中
、
と
て
も
悩
ん
だ
の
で

す
が
、
み
ん
な
か
ら
『
や
っ
て
み
よ
う
！
』
と

い
う
声
が
あ
が
っ
て
、
心
が
決
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
私
自
身
の
夢
だ
っ
た
工
房
は
、
こ
の
時

か
ら
み
ん
な
の
工
房
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ん

で
す
」

1.広田半島営農組合女性部により誕生した工房「めぐ海」。津波により建物やレシピなどが流失したが、
メンバーの強い思いとさまざまな支援・サポートを受けて見事に復活した　2.しっとり、もちもちの食感に
仕上げた「がんづき」。材料に黒砂糖を配合し、こしあんを詰めた「黒糖がんづき」も人気　3.人気商
品の「めぐ海焼き」。米粉の生地の中に甘辛く煮つけた地元の海産物がたっぷりと入っている  4.“広田
のおふくろの味”はすべて手作りによるもの。地元の海産物を全国へと広げていくのが目標

1.広田半島営農組合女性部により誕生した工房「めぐ海」。津波により建物やレシピなどが流失したが、

5.比較的がれきの少ないほ場を活用して、急ピッ
チで復旧工事を進めたが、当初は塩分濃度がなか
なか下がらず、田植えは予定の 10 分の1しかでき
なかった　6.東日本大震災農業生産対策交付金
を活用し、田植機やコンバインなどの農業機械を
導入した　7.岩手県立農業大学校と連携して田
植えを実施。若い学生がイキイキと働く姿に元気を
もらった 　8.中山間部のため、かつては人力によ
る作業が中心だった　9.無事に稲が実り、収穫の
時期をむかえることができた

3

めぐ海

1

4

8 5

6

7

2水稲作付け

6

7

9

工
房
「
め
ぐ
海
」
が
届
け
る

広
田
の
お
ふ
く
ろ
の
味

名
物
お
や
き
に
詰
ま
って
い
る
の
は
、

お
ふ
く
ろ
の
味
と
、復
興
への
み
ん
な
の
思
い

震
災
直
後
か
ら
事
業
再
建
を
目
指
し
、
組
合
員
の
思
い
を
結
集
さ
せ
た
広
田
町
。

名
物
お
や
き
の
復
活
や
、
地
元
大
学
と
連
携
し
て
の
水
稲
作
付
け
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
い
ち
早
い
復
興
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
／
中
山
斉（
フ
リ
ー
ト
）　
写
真
提
供
／
広
田
半
島
営
農
組
合

～
東

日本
の復旧

・復興に向けて
～被

災
後
す
ぐ
に
除
塩
を
開
始
。

地
元
大
学
と
の
連
携
で

早
期
の
作
付
け
に
成
功 岩手県陸前高田市

広田半島営農組合
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度
は
同
じ
太
さ
の
鋼
鉄
の
５
倍
、

伸
縮
率
は
ナ
イ
ロ
ン
の
２
倍
。

ク
モ
の
糸
は
、
ま
さ
に
〝
夢
の
繊
維
〞

と
し
て
各
界
か
ら
注
目
を
集
め
る
存
在

で
す
。

　

人
間
の
毛
髪
の
10
分
の
１
程
度
の
太

さ
な
が
ら
、
約
4
0
0
℃
の
熱
に
も
溶

け
な
い
耐
熱
性
も
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
丈
夫
で
柔
ら
か
な
ク
モ
の
糸
を

大
量
生
産
し
て
工
業
製
品
に
実
用
化
で

き
な
い
か
、
と
い
う
研
究
が
世
界
中
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
、
ク
モ
糸
の
情
報
か
ら

人
工
的
に
再
現
し
た
遺
伝
子
を
、
特

定
の
微
生
物
に
組
み
込
ん
で
培
養
し
、

ク
モ
の
糸
と
同
じ
タ
ン
パ
ク
質
を
生

成
し
た
事
例
な
ど
も
少
し
ず
つ
出
て

は
き
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
は
、
百
万
匹
の
ク
モ
か
ら
糸

を
採
取
し
て
約
４
平
方
メ
ー
ト
ル
の
布

地
を
作
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
も
い

ま
す
が
、
手
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
現
実

的
な
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、
ク
モ
は
共
食
い
を
す
る

習
性
が
あ
り
、
ひ
と
つ
の
場
所
で
大
量

飼
育
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

カ
イ
コ
の
よ
う
に
繭ま
ゆ

を
作
る
わ
け
で
も

クモ糸シルクの特徴は、遺伝子組み換えであるにもかかわらず、通常のシルクと同様に扱える
点。すなわち、繰糸、撚糸、精練、染色、織り、編みなど、シルクに対して行われる加工がこれまで
通り機械を使って可能になる

クモ糸シルクを作る遺伝子組み換えカイコ
の 5 齢幼虫。卵からふ化した幼虫は、桑の
葉を食べて約 3週間ほどで体重を1万倍
に増やし、繭を作る

カイコに組み込んだのは、オニグモ（写真）
のクモ糸遺伝子。この縦糸を構成するタン
パク質の一つについて遺伝子をクローニン
グし、その特性がカイコのシルクに現れる
よう組み換えを行った

クモ糸シルクは通常のシルクと何が違うの？

文
／
四
宮
明
子（
フ
リ
ー
ト
）　
写
真
提
供
／
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
生
物
資
源
研
究
所

左は通常シルクの生糸、右はクモ糸シルクの生糸。これま
で、遺伝子組み換えカイコは実験用の品種で作っていた
ため、組み換え繭糸を生糸にすることが困難だった。今
回、生糸を作ることができる品種のカイコを使って遺伝
子組み換えを行うことで、クモ糸のタンパク質を含む組
み換え生糸を作ることに成功した

クモ糸シルク（上）、通常シルク（下）で作ったスカーフを引っ
張ったところ、クモ糸シルクで作ったスカーフのほうがよ
く伸び、手触りもきめ細かくて柔らかいと評判だった

2007年に発表した初代クモ糸シルクの繭（左）は、糸を取
るのも難しい小ささで、糸の強度測定が不可能だった。今
回、実用品種の中 515というカイコに遺伝子組み換えをし
て作ったのが、右の繭。糸の量も初代に比べ 3倍に増加した

　

同
研
究
所
で
は
、
ベ
ス
ト
や
ス
カ
ー

フ
を
実
際
に
製
作
し
、
製
品
化
へ
の
確

か
な
手
応
え
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　
後
は
、
さ
ら
に
強
度
や
機
能
性
、

耐
熱
性
を
高
め
て
幅
広
い
分
野

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
手
術
用
縫
合
糸
な
ど
の
医

療
素
材
や
防
災
ロ
ー
プ
、
防
護
服
、
消

防
士
が
火
災
現
場
で
着
る
防
火
服
の
イ

ン
ナ
ー
な
ど
、
人
命
に
関
わ
る
よ
う
な

製
品
へ
の
応
用
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
で
生

み
出
さ
れ
た
蛍
光
シ
ル
ク
な
ど
、
先

行
し
て
開
発
さ
れ
た
カ
イ
コ
品
種
と

掛
け
合
わ
せ
た
「
切
れ
に
く
い
蛍
光

シ
ル
ク
」
な
ど
、
よ
り
高
い
付
加
価

値
を
持
つ
シ
ル
ク
の
研
究
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
研
究
成
果
は
、
昨

年
8
月
に
米
国
科
学
雑
誌
『
P
L
O
S 

O
N
E
』
に
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

画
期
的
な
こ
の
研
究
成
果
が
世
界
に

貢
献
で
き
る
日
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来

て
い
ま
す
。

各
界
か
ら
注
目
を
浴
び
続
け
て
い
た
ク
モ
の
糸
。
日
本
の
文
豪
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
も
題
材
と
し
て

扱
っ
た
〝
夢
の
繊
維
〞
が
、
遺
伝
子
研
究
の
結
果
、
つ
い
に
実
用
化
に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し

た
。
規
格
外
の
強
さ
と
、
人
類
を
優
し
く
包
ん
で
き
た
柔
ら
か
さ
の
融
合
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

強
い
ク
モ
の
糸
の
性
質
を
持
つ
新
し
い
シ
ル
ク
が
誕
生
！

製
品
化
が
難
し
か
っ
た

夢
の
天
然
繊
維
・
ク
モ
の
糸

強

な
い
の
で
、
糸
を
集
め
る
の
も
非
常
に

難
し
い
の
で
す
。

　
界
中
で
様
々
な
研
究
が
進
む

中
、
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業

生
物
資
源
研
究
所
は
、
オ
ニ
グ
モ
の
縦

糸
を
作
る
遺
伝
子
の
一
部
を
遺
伝
子
組

み
換
え
に
よ
っ
て
カ
イ
コ
に
導
入
す
る

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
8
月
、
つ
い
に
ク
モ
の
糸
を
吐

く
カ
イ
コ
の
実
用
品
種
の
開
発
に
成
功
。

遺
伝
子
の
組
み
換
え
に
よ
っ
て
、
通
常

の
シ
ル
ク
が
持
つ
美
し
い
光
沢
や
柔
ら

か
い
肌
触
り
を
残
し
た
ま
ま
の
「
ク
モ

糸
シ
ル
ク
」
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
そ

の
上
、
通
常
の
シ
ル
ク
よ
り
1
・
5
倍

以
上
も
切
れ
に
く
い
と
い
う
強
さ
も
備

え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
鋼
鉄
の
20
倍

の
強
度
を
誇
る
、
ア
メ
リ
カ
ジ
ョ
ロ
ウ

グ
モ
の
縦
糸
に
匹
敵
す
る
強
さ
で
す
。

　

強
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
繭
玉

か
ら
糸
と
し
て
引
き
出
し
、
加
工
す
る

ま
で
の
全
て
の
工
程
を
、
従
来
の
シ
ル

ク
と
同
じ
よ
う
に
機
械
で
行
え
る
と
い

う
こ
と
。

世 「
ク
モ
糸
シ
ル
ク
」
を
紡
ぐ

カ
イ
コ
の
実
用
化
に
成
功

カ
イ
コ
が
生
み
出
す
ク
モ
糸
シ
ル
ク

新
た
な
技
術
が
未
来
を
紡
ぐ

今 手
術
用
縫
合
糸
や

防
災
ロ
ー
プ
へ
の
応
用
も

あ
ふ
・
ラ
ボ

ト
リ
ビ
ア
【
カ
イ
コ
】

カ
イ
コ
の
成
虫
に
は
口
が
無
く
、
エ
サ
を
食
べ
ま
せ
ん
。
幼
虫
の
間
に
一
生
分
の
エ
サ
を
食
べ
て
、
成
虫
に
な
る
と
子
孫

を
残
す
こ
と
だ
け
を
最
後
の
仕
事
と
し
て
、
一
生
を
終
え
る
の
で
す
。

カ
イ
コ
の
成
虫
は
何
も
食
べ
な
い
!?
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作業の
効率化1

各畑でうねや溝の幅を統一。
機械作業の能率アップはもち
ろん、スタッフの作業効率の向
上にも繋がった

整理
整頓2

道具を分かりやすく整頓する
ことで無駄をなくし、臨時雇用
者もスムーズに仕事に取り組
める

収穫の
工夫3

「市場価値の高い農作物の大
きさを簡単に判定できないか」
という課題に応えた若手社員
の案。スタッフ全員が携帯する

情報
共有4

ホワイトボードで「見える化」
を図った会議。朝と昼の２回、
スタッフ全員で行うことで日々
の目標を確認

ノウハウ
の蓄積5

作業後にスタッフが日報をつけ
る。蓄積する記録が財産に。現
在は効率を考慮し、デジタル
化を図っている

次なる
挑戦6

連作障害の回避策としてサトウ
キビを導入。現在は白下糖作り
まで進行。６次産業化を視野に
挑戦を続けている

特徴的な取り組み荒川農園の

文・写真／淵江亮一（フリート）

株式会社荒川農園
（香川県）
平成26年度

全国優良経営体表彰
個人経営体部門 
農林水産大臣賞受賞

学生時代に農業法人でアルバイトしたことがきっかけでこの道に進み、

現在は独立して株式会社荒川農園の代表取締役として活躍する荒
あらかわ

川鉱
ひろあき

章さん。

恒常的に水不足であり、土壌条件的にも野菜栽培に恵まれない場所で、

独立から年々成果を積み重ね、法人化にも成功した背景を探ります。

逆境を乗り越えた先にあった
明るい笑顔とおいしい野菜 vol.1

今、この人たちが熱い

荒川 鉱章さん幅広い年齢層が明るく取り組み、活気
あふれる雰囲気が好循環の原動力だ

荒 川 農 園 の あ ゆ み

所在地 

▲

香川県高松市
作付け面積 

▲

16.65ha
栽培品種 

▲

ブロッコリー（11.5ha）、青ネギ（2.5ha）、
レタス（2.0ha）、キャベツ（0.4ha）

販売金額 

▲

8,826万円
労働力 

▲

家族１名、常時雇用８名、臨時雇用
　　　　　　年間144人、研修生2名

荒川農園

1996年

2006年

2011年

2012年

2013年

2014年

大学卒業と同時に県内農業法
人に就職

結婚と住居新築を機に30aの
農地から独立就農。同年に経
営規模を1.26haに拡大

作付け面積10.66ha、販売金
額4,118万円を達成

作付け面積12.86ha、販売金
額6,017万円を達成

作付け面積16.65ha、販売金
額8,826万円を達成

株式会社荒川農園として法人
化。同年、全国優良経営体表
彰農林水産大臣賞受賞

　

大
学
在
学
中
に
、
香
川
県
内
の
大
規
模
な

農
業
法
人
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
荒
川

鉱
章
さ
ん
（
42
歳
）。
卒
業
後
は
そ
の
ま
ま

就
農
し
、
10
年
間
の
勤
務
後
、
結
婚
と
住
居

の
新
築
を
機
に
平
成
18
年
に
独
立
し
ま
し
た
。

　

荒
川
さ
ん
は
「
機
械
化
農
業
と
は
違
う
、

人
の
手
を
か
け
て
こ
そ
得
ら
れ
る
良
質
な
野

菜
を
！
」
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、

５
カ
年
単
位
で
計
画
を
立
て
て
着
実
に
実
行

し
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
５
カ
年
は
、
農
地
を
増
や
し
て
人

材
を
確
保
し
、
品
目
毎
の
栽
培
技
術
レ
ベ
ル

向
上
に
集
中
。
そ
こ
で
ま
ず
行
っ
た
の
が
、

販
売
と
生
産
の
住
み
分
け
で
す
。
販
売
を

J
A
に
委
ね
て
生
産
に
資
源
を
集
中
さ
せ
る

こ
と
で
、
創
業
時
と
比
べ
て
収
益
が
約
３
倍

も
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
輸
送
コ
ス
ト

や
市
場
で
の
価
格
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
な
る

べ
く
収
益
性
が
高
い
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
か
ら

野
菜
を
出
荷
す
る
よ
う
に
し
、
10
ａ
当
た
り

の
収
穫
高
を
平
均
よ
り
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
も
成
功
し
ま
し
た
。

　

次
の
５
カ
年
で
は
、
従
業
員
の
質
を
高
め

る
こ
と
や
、
継
続
的
な
雇
用
を
維
持
す
る
た

め
の
環
境
整
備
や
投
資
を
目
標
に
掲
げ
て
、

今
も
邁
進
中
で
す
。
昨
年
２
月
に
は
つ
い
に

法
人
化
。
収
支
が
よ
り
明
確
化
し
、
継
続
的

タ
ッ
フ
が
明
る
く
、
お
互
い
が
切
磋
琢
磨

で
き
る
風
通
し
の
よ
い
環
境
作
り
に
も
心
を

配
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
荒
川
さ
ん
の
挑
戦
は
こ
れ
だ
け

で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
収
益
性
の
高
い

農
業
経
営
を
進
め
、
「
従
業
員
が
楽
し
く
働

き
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
よ
り
良

い
も
の
を
作
っ
て
い
く
〝
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

経
営
〞
で
、
今
ま
で
に
な
い
農
業
の
仕
組
み

を
実
現
し
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て
い
ま
す
。

す
る
こ
と
で
、
現
場
で
は
気
付
か
な
か
っ
た

問
題
解
決
策
を
思
い
つ
く
こ
と
が
何
度
も

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
日
報
の
活
用
で
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
姿
勢
は
次
世
代
に
も
受
け

継
が
れ
、
自
発
的
に
意
見
を
交
換
し
合
う
若

手
社
員
が
中
心
と
な
っ
て
農
園
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　

20
〜
60
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
ス

タ
ッ
フ
が
働
く
荒
川
農
園
。
荒
川
さ
ん
は
農

業
の
将
来
を
見
据
え
て
、
若
手
の
育
成
に

は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
ス

タ
ッ
フ
の
取
り
ま
と
め
は
正
社
員
で
あ
る
若

手
３
名
が
担
当
。
「
人
を
育
て
、
野
菜
を
育

て
る
」
と
い
う
経
営
理
念
の
も
と
、
働
く
ス

人
を
育
て
、野
菜
を
育
て
る

に
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
雇
用
維
持
の
目
標
も
達
成
。

中
高
年
の
雇
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域

雇
用
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
に
は
野
菜
栽
培
に
は
不
向
き
な
農
地

が
多
い
中
、
「
諦
め
な
い
で
工
夫
を
凝
ら
せ

ば
結
果
は
つ
い
て
く
る
」
と
信
じ
、
計
画
的

な
努
力
を
重
ね
た
荒
川
さ
ん
。
独
立
か
ら
８

年
で
、
経
営
面
積
を
13
倍
に
ま
で
拡
大
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。
そ
の
経
営
努

力
が
認
め
ら
れ
、
平
成
26
年
度
全
国
優
良
経

営
体
表
彰
に
お
い
て
、
個
人
経
営
体
部
門
の

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
計
画
を
進
め
る
う
え
で
、
荒
川

さ
ん
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
実
家
が
農
家
で
は
な
い
か
ら
こ
そ

「
感
覚
よ
り
も
理
論
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
を
積
み

重
ね
て
農
業
を
行
う
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の

中
の
一
つ
が
、
日
報
の
利
用
で
す
。
毎
日
を

反
省
し
、
記
録
を
つ
け
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
始
め
、

順
調
に
農
地
を
拡
大
し
法
人
化

農
業
経
営
は

〝
感
覚
よ
り
も
理
論
〞
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食産業の
リーダーを育てる
新しい取り組みが
スタート！

着実な展開を見せるプロジェクトとその将来

アジア市場に続々と展開する我が国の食産業界と、
日本の知識や技術の習得に意欲的なASEAN 諸国が
官・民の枠を越えて連携し、アジア地域の食文化向上を
試みる取り組みが始まっています。

今回は、日本と ASEAN が
連携を取って手がける「日・
ASEAN 食産業人材育成官
民共同プロジェクト」と開幕
直後のミラノ万博での注目ト
ピックスをご紹介！

MAFFとは農林水産省の英語表記「Ministry 
of Agriculture, Forestry and Fisheries」
の略称です。「MAFF TOPICS」では、農林水
産省からの最新ニュースなどを中心に、暮らし
に役立つ様々な情報をお届けいたします。

プロジェクト開始記念式典を
各国で開催

タイを皮切りに
ASEAN諸国で
寄附講座を開講

１月にインドネシアとタイで、３月にはマレーシアで開始

記念式典及びシンポジウムを開催。式典では、提携を結

んだ各国の大学に記念盾の贈呈と、協賛企業等からの記

念講演が行われました。式典終了後には、日本食と食文

化のさらなる普及のため、日本の四季をテーマにした現地

日本人シェフによる和食イベントも開かれました。

初年度にして、すでに着実な展開を見せている本プロジェクト。

ASEAN 諸国で実施された各イベントや、大学での寄附講座の様子をご紹介！

1月 26 日から、初の寄附講座をタイ・

カセサート大学で開講。学生達の日本

の食関連産業に対する関心は非常に高

く、質疑応答も活発に行われました。

学生達からは「日本の食関連産業につ

いてさらに理解できた」「和食や日本

の付加価値のあるサプライチェーンに

ついて学べた」などの感想が寄せられ

ました。3月5日からはマレーシア・

プトラマレーシア大学、4月7日から

はインドネシア・ボゴール農科大学で

も開講し、8月にはミャンマー・イエジ

ン農業大学で開講予定です。

1月14 日、ジャカルタでの開始記念式典。ファウジ・ボ
ゴール農科大学副学長（中央）、岩瀬食料産業局次長
（左）

1月 23 日、バンコクでの開始記念式典。ボーデイン・カ
セサート大学副学長（中央左）、櫻庭食料産業局長（中
央右）

3月14日、マレーシアでの開始記念式典。モハマド・ファ
ウジ・プトラマレーシア大学副学長（中央右）、岩瀬食
料産業局次長（中央左）

カセサート大学での寄附講座の様子。種苗、生
産、加工、流通、消費に至る最先端の実践的なフー
ドバリューチェーン講座に高い関心が集まった

マレーシアプトラ大学での寄附講
座の様子。学生だけでなく、農業・
食産業関連の教官たちも熱心に
聴講する姿が印象的だった

ミャンマー農業灌漑省やイエジン農業大学を訪
問。ナーン・イエジン農業大学副学長（右から 3
番目）、櫻庭食料産業局長（右から2 番目）

四季をテーマにした日本食・食文化普及イベントでは、茶道や餅つき体験等の伝統行
事にも高い関心が集まった

　

日
本
の
食
産
業
の
海
外
展
開
は
、
ア
ジ
ア
市

場
を
中
心
に
年
々
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
で
最
も
重
要
な
課
題
は
、
現
地
で
の
人

材
の
育
成
と
確
保
で
す
。

　

2
0
1
3
年
の
日
・
A
S
E
A
N
友
好
協
力

40
周
年
サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
し
て
「
日
・

A
S
E
A
N
食
産
業
人
材
育
成
官
民
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
誕
生
し
、
今
年
1
月

に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

A
S
E
A
N
諸
国
の
農
業
・
食
品
系
の
主
要
な

大
学
に
寄
附
講
座
を
開
設
、
日
本
の
民
間
企
業

な
ど
か
ら
講
師
を
派
遣
。
種
苗
生
産
、
食
品
加

工
、
流
通
な
ど
の
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え

て
、
現
地
で
の
企
業
の
担
い
手
候
補
を
育
成
す

る
の
が
主
な
目
的
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
共
同

研
究
な
ど
の
拠
点
整
備
に
つ
な
が
る
可
能
性

や
、
A
S
E
A
N
の
連
結
性
向
上
も
期
待
で
き

ま
す
。
い
よ
い
よ
始
動
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
事
業
内
容
を
、
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

文／四宮明子（フリート）

2015 年（プロジェクト初年度）寄附講座開講大学 ［2015 年 4月現在］

カセサート大学
（タイ／バンコク）

プトラマレーシア大学
（マレーシア／クアラルンプール）

ボゴール農科大学
（インドネシア／ボゴール）

官民連携による
現地人材育成スキーム
ASEAN 諸国で寄附講座を順次開講し
ます。日本の食産業の海外展開に向け
ては、日本の知識や技術を習得した上
で、現地のニーズをくみ取って対応でき
る現地人材の育成が不可欠。とはいえ、
それを個別の企業で行うには限界があ
ります。今回のスキームは、ASEAN事
務局への政府開発援助（ODA）と民間
からの協賛金によるもの。協賛する日本
企業にとっては優秀な現地人材の育成と
現地採用につながります。同時に、受講
するASEAN 諸国の学生にとっては、
日系企業への就職支援となります。

日本方式の実践的
「フードバリューチェーン」
の指導
民間企業から派遣された講師が伝える
のは、主に種苗生産から食品加工、
流通、消費に至るまでの「フードバ
リューチェーン」全般についての、日
本方式の実践的な知識と技術です。
優良種苗から生産される高品質な農
作物が、加工、流通、外食などの食産
業で活用されることでASEAN 諸国
全体に、日本との連携によるフードバ
リューチェーンが構築されます。
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イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
「
２
０
１
５
年
ミ
ラ

ノ
国
際
博
覧
会
」
（
ミ
ラ
ノ
万
博
）
が
、
５
月

１
日
に
つ
い
に
開
幕
し
ま
し
た
！
「
地
球
に
食

料
を
、
生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
１
１
０
ha
の
広
大
な
面
積
の
会
場

に
１
４
８
の
国
・
地
域
・
国
際
機
関
が
参
加
。

10
月
31
日
ま
で
の
期
間
中
、
各
パ
ビ
リ
オ
ン
で

は
、
食
料
を
め
ぐ
る
人
類
共
通
の
課
題
や
解
決

策
、
貢
献
策
な
ど
の
ほ
か
、
多
彩
な
食
文
化
を

伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
か
ら
も
、
「H

arm
onious D

iversity 

|
共
存
す
る
多
様
性
|
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

食
や
食
文
化
を
伝
え
る
「
日
本
館
」
を
出
展
。

さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
と
も

に
、
「
理
解
を
共
感
に
変
え
る
、
日
本
の
食
の

体
験
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
本
格
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
と
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
を
設
置
。
京
風

懐
石
料
理
の
ほ
か
、
す
き
焼
き
や
カ
レ
ー
な

ど
、
身
近
な
日
本
食
が
楽
し
め
ま
す
。
日
本
の

食
の
多
様
性
や
技
術
、
お
も
て
な
し
な
ど
が
体

感
で
き
る
パ
ビ
リ
オ
ン
で
す
。

バンズの代わりに焼きおにぎり風のライス
プレートで牛焼肉と新鮮なレタスをはさん
だモスバーガーの「焼肉ライスバーガー」

肉質の高さに定評のある人形町今半が提
供するのは、和牛の甘みを最大限に味わ
える「黒毛和牛ステーキ弁当」

日本伝統の味わいを粋に、かつ手軽に楽
しめる京樽「茶きん鮨とロール鮨の詰め
合わせ」

ジューシーなかつとコクのあるルーが相
性のよい、CoCo 壱番屋でも人気の高い
定番中の定番、「とんかつカレー」

創業明治４年の柿安が提供するのは、伝
統の日本料理「すき焼」がメインの「和牛
すき焼御膳」

栄養価の高い食品として海外からも注目
を集めているそばと、日本伝統の天ぷら
を合わせたサガミの「天ざるそば」

「特別京懐石」。蟹の先附けと名物京小鍋、寿司実演に天ぷらなど、 
日本料理を堪能できるコース。全 9 品

37メートルのこの建築物は、イタリア館の前に位置するレイクアリーナの湖面にそびえ立ち
ます。万博会期中の会場の目印となり、待ち合わせ場所や来場者の憩いの場となります

技、空間、おもてなしなど、日本の食の魅力を深く追求した日本最高峰の京風カウンター会
席。創業約 290 年の歴史を誇る、日本を代表する京懐石「美濃吉」が運営

東日本大震災から４年経ち、メディアから「復興は進んでいる」
という声が多く聞こえていますが、人々の暮らしの根幹にな

る産業はどうなっているのかが分からずにいました。今回の特集で、
農・水産業の力強い前進が詳しく分かり、とても嬉しく思いました。
今後も専門誌ならではの特集に期待しています。（20代・女性）

大震災からの復旧・復興の記事、ありがとうございました。新

聞やテレビでは、ほんの一部分しか知ることができません。

あの日から5年目に入りました。一日も早く満足のできる生活支援

を、更に私たちも努力していく必要を感じました。（60代以上・女性）

私の祖母は海部郡の八開村に住んでいます。「もろこ寿司」はと
ても懐かしく思い出しました。私の住んでいる三河地方も押し

寿司文化がありますが、具がかまぼこ、しいたけ等と少し貧しい具で
す。もろこの佃煮を買ってきて早速作ってみました。（60代以上・女性）

農林水産業全体の復旧と復興の現状に着目した特集は分か

りやすかったです。新しい技術や大区画ほ場ができて、産

業として改革が進み国際競争力が備わってくることを期待してい

ます。（60代以上・男性）

ミラノで開催されるミラノ万博の日本館展示レポート楽しみに

しています。

3D 映像等さまざまな手法を駆使して臨場感あふれる展示になる

のでしょうね。（50代・女性）

読者の皆さまから寄せられた
『aff』3月号のご意見やご感想を紹介します。

放射性セシウムに関する情報について
農林水産省のホームページ
（東日本大震災に関する情報）をご覧ください。
http://www.maff .go.jp/
携帯電話用ホームページ
http://www.maff .go.jp/mobile/

広報誌aff （あふ）の感想をお聞かせください
今後もよりよい広報誌とするため、読者ア
ンケートにご協力ください。農林水産省の
ホームページ、広報誌affのサイトから回答
できます。

世界の食文化が
ミラノに大集結！
「地球に食料を、生命にエネルギーを」をテーマに
5月1日にミラノ万博が開幕しました。　
今回は、日本館で展開される本格日本食レストランと
フードコートから、選りすぐりのメニューをご紹介します。

ミラノ万博のシンボル「生命の樹」（Tree of Life）が登場！

日
本
食
の
素
晴
ら
し
さ
を

世
界
へ
！

ミ ラ ノ
国 際 博 覧 会
最新NEWS

日本館の正面は日本古来からの伝統文化を受け
継ぐ菰樽（こもだる）。外壁は 伝統文化と先端
技術を融合させた建築素材「立体木格子」
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